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北海道・江別市

時計台ガーデンテラス店

■所在地：江別市文京台緑町５６１番２

■創 業：1982年（創業4４年）

■店舗数：直営９店舗（FC4店舗）

2022年に本社と焙煎工房を江別市に移転した
今年創業４４年を迎える自家焙煎珈琲専門店です。
世界各国のコーヒー豆生産地に行き、独自に自社
契約農園を確立。 各生産地の気候風土を活かし
た個性豊かな最高級品のみを安定して仕入れ提供
しています。
創業以来、全てのコーヒー豆は独自の炭直火焙煎
法で焼き上げており、直営喫茶店舗ではネルド
リップにて丁寧に一杯ずつ提供する昔ながらのス
タイルで地元の常連様や観光客でいつも賑わって
おります。
また２０１０年より、北海道の翼“ＡＩＲＤＯ
（エアドゥ）”全便の機内サービスコーヒーにも
採用されており、北海道の珈琲屋として幅広い
ファンに支持されております。

珈房サッポロ珈琲館



サッポロ珈琲館本店
（旧北海道工業試験場）
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↑江別市より連絡をいただき、最初に見学させていただいた時の建物外観ようす



当時は江別市が管理し、
土日のみトイレの利用開放
や、町内会の会合時に
スペースを貸し出ししていた
ようです。



昭和２年 建築時の建物外観





冷蔵庫と書かれた部屋は、当時ウォークイン
で入ることのできる部屋全体が冷蔵庫として
利用されていたようです。



市の負担で冷蔵庫を全て無くして床面も
平らにしていただき、コーヒー豆を焼き
上げる焙煎機を設置しました。





2022年 開業時のサッポロ珈琲館Rinboku



江別市長、市議会議長、町内会長等、多くの方にご臨席いただきオープニングセレモニーを開催。



2022年5月号の広報えべつに巻頭で掲載いただきました



２部屋をカフェスペースにリニューアル









通路もギャラリースペースとして市民の
方や大学生に貸し出し



建物・歴史探訪セミナー開催



シンガーソングライター桜庭和（江別観光特使） ワンマンライブ



世界的に活躍の切り絵師“百鬼丸”
ライブパフォーマンス



成人式の前撮り撮影会（館内外にて）



カフェRinboku×北海道情報大学×酪農
学園大学によるカフェ新メニュー開発
ワークショップ開催



北海道情報大学 コーヒーパッケージデザインコンペティション開催



★まとめ
事業への参画意義（本社ごと移転に至った経緯）と今後の課題

①旧本社所在地における再開発計画によって、まだ先ではあった
が本社、工場機能を移転しなければならない状況下の中、江別市
より打診があり、公開プレゼンテーションを経て、移転となりました。

→当社としては移転に際し、内装を除く建物自体や土地等にコストをほと
んどかけることなく、また無償で契約期間中使用することができる点が最大
のメリットと感じ、移転に至りました。

②本社、工場の移転、カフェ新店舗オープンを同時に行う大変さ
はありましたが、市民の方々にも少しずつ認知され、特にカフェ利
用が増えつつあります。

→現在はカフェの利用者のみで年間約２万人。その他にもセミナーやライ
ブ等のイベント参加者や、地元大学生によるワークショップ、本社への来訪
者等、多くの方々のコミュニティの場として利用いただいております。



③今後の課題・要望

→昭和２年建築の古い建物であるが故の問題点

例えば、照明器具のほとんどが今後製造中止となる蛍光灯やすでに中止

となっている白熱電球のため、建物内全ての照明器具をLED化にしなくて

はならず、負担となる。

また、下水道の配管構造が昔のままとなっており、移転当初は詰まりが激しく

使用できなくなる日もあった。（市により修繕済）

今後の課題として現在２フロアーあるうちの１階部分しか主に使用できていな

いため、消防法に関連する設備の設置等、費用的な問題をクリアしなけれ

ばならない点もあるが、今後２階部分も市民の方々に気軽に利用いただける

よう建物全体を魅力的なものに、また雪の多い冬期間の維持・管理（除雪

や屋根からの落雪等）にも注意し、市街地ではない郊外でも多くの方々にご

利用いただけるよう、市、観光協会、商工会議所、地元企業や大学とも連

携をさせていただき今後も利活用させていただければと思っています。
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